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玉露栽培における被覆処理が農薬成分の残留値に及ぼす影響 

 

 

坂井佑輔＊・井上梨絵・小熊光輝 

 

被覆処理を伴う玉露栽培において，荒茶に残留する農薬成分量を調査した。摘採 7，14，21 日前の一番茶芽に農薬を散

布した場合，農薬散布から摘採までの期間が短いほど残留値は高かった。また，被覆下では露地よりも農薬残留値が高か

った。この理由としては，被覆条件下では光量および雨量の減少や生育量の低下が考えられた。 

玉露栽培において使用頻度の高い 8 剤を選び，日本の農薬登録に定められた摘採前日数で散布した場合，残留値が日

本の MRL 未満であったのは 8 剤，台湾の MRL 未満であったのは 5 剤，欧州連合の MRL 未満であった農薬はなかった。 

［キーワード：玉露，被覆，農薬残留，遮光］ 

 

Effect of Shading on Residual Values of Pesticide Components in Gyokuro Tea. SAKAI Yusuke, Rie INOUE and Mitsuteru KOGUMA  

(Fukuoka Agriculture and Forestry Research Center, Chikushino, Fukuoka 834-8549, Japan) Bull. Fukuoka Agric. For. Res. Cent. 7: 

87-92 (2021) 

This study investigated the effect of a shade covering treatment on pesticide residues measured in unrefined gyokuro tea after 

plucking. Eight pesticides frequently used in gyokuro cultivation were sprayed on the first crop of tea 7, 14, and 21 days before plucking. 

Higher residual pesticide values were observed with shorter intervals between spraying and plucking. Plants under the covered treatment 

had higher pesticide residue values than plants grown in an open field. This effect was attributed to the decreased light and rainfall, and 

corresponding decrease in the growth under covered conditions. 

The residual value of all pesticides tested in this study was below the Japanese Maximum Residue Level (MRL) of 8 and the Taiwan 

MRL of 5. No pesticide was below the European Union MRL. 

[Key words：covering, gyokuro, pesticide residue, shading] 

 

諸 言 

近年は緑茶の輸出に対する動きが活発である。2005 年

は 1,096ｔであった我が国の輸出量は，2019 年には 5,108

ｔまで増加している（農林水産省 2020）。本県において

も，玉露をはじめとする八女茶が台湾や欧州連合（以下，

EU と略す）などに輸出されている。しかし，輸出する茶

は各国の残留農薬基準値（以下，MRL と略す）を順守しな

ければならないため，国内向けに生産する場合と比較し

て散布できる農薬の種類や時期が限定される。 

本県の代表的な茶種である玉露は，一番茶萌芽後から

藁，こも，黒色化学繊維資材などで 20 日前後被覆して栽

培する。摘採までに 95％程度遮光することにより，葉色

が濃くなること，うま味成分であるテアニンやアルギニ

ンなどアミノ酸が高濃度で維持されること（忠谷・竹若 

2006，小林ら 2011）等から，緑茶の中でも高品質茶に位

置付けられている。しかし，玉露栽培は遮光下で行われる

ことから，チャもち病や黒葉腐病などの病害およびハダ

ニ類やチャノホソガなどの害虫が発生しやすく，玉露の

品質低下を防ぐためには農薬散布により防除する必要が

ある。散布された農薬成分は，チャの葉や幹に残留し，太

陽光線による光分解や植物体内における代謝等により消

失することが知られており（後藤 1976），被覆処理によ

り太陽光線が遮られる玉露栽培では，露地栽培に比べて

農薬成分の消失は緩やかになると考えられる。しかし，玉

露栽培における遮光による農薬残留への影響は明らかに

なっていない。 

そこで本研究では，玉露を栽培する際，一番茶芽に使用

されている農薬について，被覆処理が農薬成分の残留値

に及ぼす影響について調査し，玉露を輸出する際に使用

可能な農薬を明らかにした。 

 

材料および方法 

１ 被覆および露地栽培における農薬成分の残留値 

 福岡県農林業総合試験場八女分場内（福岡県八女市黒

木町，標高 144ｍ）で栽培した品種「やぶきた」（1994 年 

9 月定植，弧状仕立て）を用いた。試験区として被覆区お

よび露地区の 2 区を設けた。試験区の面積は 16.2ｍ2/区

（ 9× 1.8ｍ）とし，反復は設けなかった。被覆方法は，

2017 年 4 月 28 日に縦 10ｍ，横 2ｍ，高さ 1.8ｍの簡易

棚を茶園に設置し，遮光率 60％の黒色化学繊維資材（ポ

リエチレン製）を全面に被覆することで行った。 5 月 4

日に遮光率 90％の黒色化学繊維資材（ポリエチレン製）

に取り換え， 5 月 10 日に前述の遮光率 60％の黒色化学

繊維資材を重ね掛けし，最終遮光率は 96％とした。一番

茶摘採日は 2017 年 5 月 18日に設定した。供試農薬はイ

ミノクタジンアルベシル酸塩水和剤（ベルクートⓇフロ

アブル，イミノクタジンアルベシル酸塩 30.0％，1,500 倍

液），クレソキシムメチル水和剤（ストロビーⓇフロアブ

ル，クレソキシムメチル 44.2％，2,000 倍液），スピノサ

ド水和剤（スピノエースⓇフロアブル，スピノサド 20.0％，



2,000 倍液），トルフェンピラド水和剤（ハチハチⓇフロ

アブル，トルフェンピラド 15.0％，1,000 倍液），ピリダ

ベン水和剤（サンマイトⓇフロアブル，ピリダベン 20.0％，

1,000 倍液），ピリベンカルブ水和剤（ファンタジスタⓇ

顆粒水和剤，ピリベンカルブ 40.0％，3,000 倍液），フル

アジナム水和剤（フロンサイドⓇSC，フルアジナム 39.5％

（W/W），2,000 倍液）およびメトキシフェノジド水和剤（フ

ァルコンⓇフロアブル，メトキシフェノジド 20.0％，

4,000 倍液）とし，希釈には水道水を用いた。散布は 4 月

27 日（摘採 21 日前）， 5 月 4 日（摘採 14 日前）および

11 日（摘採 7 日前）に行い，農薬の同時散布を極力避け

るため，散布当日の 9 時にピリダベン水和剤，フルアジ

ナム水和剤およびメトキシフェノジド水和剤の混合液を，

11 時にクレソキシムメチル水和剤およびスピノサド水和

剤の混合液を，13 時にイミノクタジンアルベシル酸塩水

和剤およびトルフェンピラド水和剤の混合液を，15 時に

ピリベンカルブ水和剤を試験区内の樹冠面 5.4ｍ2（ 3× 

1.8ｍ）に， 400Ｌ/10ａ相当量を背負い式噴霧器を用い

て散布した。なお，農薬散布時は樹冠面が乾いているのを

確認し，散布日ごとに散布箇所を変更した。 5 月 18 日

に，被覆資材および簡易棚を除去し，すぐに可搬型摘採機

（茶摘機 V8X2，落合刃物工業株式会社）を用いて試験区

中央部 3.2ｍ2（ 2× 1.6ｍ）を摘採した。送帯式蒸機（送

帯式蒸機 20Ｋ，株式会社宮村鐵工所）で 60 秒間蒸熱後，

60℃に設定した透気式乾燥棚（透気乾燥機 50Ｋ，カワサ

キ機工株式会社）により 4 時間乾燥して得た荒茶 100ｇ

を農薬成分の残留分析に供した。荒茶は試験区の散布日

ごとに製茶し，反復は設けなかった。農薬成分の残留分析

は株式会社キューサイ分析研究所に委託した。分析は試

験区の散布日ごとに 1 検体とし，反復は設けなかった。

各農薬の分析成分名と茶に対する日本，台湾および EU の

MRL を第 1 表に示した。 

２ 被覆および露地栽培における摘芽の重量 

 農薬成分の残留値に影響すると考えられるチャの摘芽

重について，被覆区と露地区を設置して経時的に摘芽を

収穫し，調査した。試験は試験 1 と同時に行った。被覆

区および露地区の摘芽は試験 1 の各農薬の散布日，すな

わち 4 月 27 日， 5 月 4 日および 11 日に 20cm 四方の枠

を畝の中央部に設置し，手鋏みで前年秋整枝面より 2cm

上で摘み取り，重量を計測した。調査箇所は試験区の散布

日ごとに 1 か所とし，区の反復は設けなかった。 

 

結 果 

１ 試験期間中の気象概況 

 試験期間中の平均気温，降水量および日照時間を第 1

図に示した。平均気温は， 4 月 6 半旬および 5 月 2 半

旬から 4 半旬まで平年並みであったが， 5 月 1 半旬が

平年より 2.5℃高かった。降水量は， 5 月 3 半旬は

64.5mm と多く，試験期間中の積算降水量は平年より

69.6mm 少なかった。日照時間は， 4 月 6 半旬， 5 月 1

半旬および 5 月 3 半旬は平年並みであったが， 5 月 4半

旬は平年と比べて 19.3ｈ長く，5 月 2 半旬は 10.0ｈ短か

った。試験期間中の積算日照時間は平年と比較して長か

った。積算日照時間は，摘採 21 日前が 136.5ｈ，14 日前

が 74.0ｈ， 7 日前が 40.5ｈであった。 

２ 被覆および露地栽培における農薬成分の残留値 

 農薬成分の残留値は，いずれの試験区においても農薬

散布から摘採までの期間が長いほど低い値を示した（第 

2 図）。被覆区と露地区を比較すると，被覆区の方が試験

期間を通じて農薬成分の残留値は高く推移した。供試し

た各農薬の成分残留値は以下の様になった。 

（１）イミノクタジンアルベシル酸塩水和剤の残留値 

被覆区におけるイミノクタジンの残留値は摘採 14日前

散布および 7 日前散布では，それぞれ 1.10mg/kg および 

4.70mg/kg となり，日本，台湾および EU の MRL 以上であ

った。これに対し，21 日前散布では 0.95mg/kg となり，

EU の MRL 以上であったが，日本および台湾の MRL 未満で

あった。露地区におけるイミノクタジンの残留値は 7 日

前散布では 1.70mg/kg となり，日本，台湾および EU の

MRL 以上であった。これに対し，21 日前散布および 14 日

前散布では，それぞれ 0.16mg/kg および 0.46mg/kg とな

り，EU の MRL 以上であったが，日本および台湾の MRL 未

満であった。 

（２）クレソキシムメチル水和剤の残留値 

被覆区におけるクレソキシムメチルの残留値は摘採 21

日前散布および 14 日前散布では，それぞれ 0.98mg/kg お

よび 5.00mg/kg となり，EUの MRL 以上であったが，日本

および台湾の MRL 未満であった。 7 日前散布では

13.00mg/kg となり，台湾および EU の MRL 以上であった

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本 台湾 EU

イミノクタジンアルベシル酸塩水和剤 イミノクタジン 21 1 1 0.01 

クレソキシムメチル水和剤 クレソキシムメチル 10 15 10 0.05*

スピノサド水和剤 スピノサド 7 2 1 0.1* 

トルフェンピラド水和剤 トルフェンピラド 14 20 10 0.01 

ピリダベン水和剤 ピリダベン 14 10 5 0.05*

ピリベンカルブ水和剤 ピリベンカルブ 7 40 20 0.01 

フルアジナム水和剤 フルアジナム 14 5 5 0.1* 

メトキシフェノジド水和剤 メトキシフェノジド 7 40 10 0.05*

供試薬剤 成分名
MRL（㎎/㎏）1)国内での使用時期

(摘採前日数)
1)

第１表 供試薬剤の成分名とチャに対する日本、台湾および EUの残留農薬基準値(MRL) 

1) 2020 年 6 月 10 日現在の登録情報および基準値。*は暫定基準値で，公定法での定量限界値を示している 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が，日本の MRL 未満であった。露地区におけるクレソキ

シムメチルの残留値は 21 日前散布，14 日前散布および 7

日前散布では，それぞれ 0.07mg/kg， 0.27mg/kg および 

2.90mg/kg となり，EU の MRL 以上であったが，日本およ

び台湾の MRL 未満であった。 

（３）スピノサド水和剤の残留値 

被覆区におけるスピノサドの残留値は摘採 21日前散布

および 14 日前散布では，それぞれ 0.32mg/kg および 

0.76mg/kg となり，EU の MRL 以上であったが，日本およ

び台湾の MRL 未満であった。 7 日前散布では 1.70mg/kg

となり，台湾および EU の MRL 以上であったが，日本の MRL

未満であった。露地区におけるスピノサドの残留値はい

ずれの散布日においても検出限界未満であった。 

（４）トルフェンピラド水和剤の残留値 

被覆区におけるトルフェンピラドの残留値は摘採 7 日

前散布では 21.00mg/kg となり，日本，台湾および EU の

MRL 以上であった。これに対し，21 日前散布および 14 日

前散布では，それぞれ 3.70mg/kg および 7.80mg/kg とな

り，EU の MRL 以上であったが，日本および台湾の MRL 未

満であった。露地区におけるトルフェンピラドの残留値

は 21 日前散布，14 日前散布および 7 日前散布では，そ

れぞれ 1.90mg/kg， 6.50mg/kg および 8.20mg/kg とな

り，EU の MRL 以上であったが，日本および台湾の MRL 未

満であった。 

（５）ピリダベン水和剤の残留値 

被覆区におけるピリダベンの残留値は摘採 7 日前散布

では 16.00mg/kg となり，日本，台湾および EU の MRL 以

上であった。これに対し，21 日前散布および 14 日前散布

では，それぞれ 1.20mg/kg および 3.40mg/kg となり，EU

の MRL 以上であったが，日本および台湾の MRL 未満であ

った。露地区におけるピリダベンの残留値は 21日前散布，

14日前散布および 7日前散布では，それぞれ 0.14mg/kg， 

0.42mg/kg および 2.70mg/kg となり，EU の MRL 以上であ

ったが，日本および台湾の MRL 未満であった。 

（６）ピリベンカルブ水和剤の残留値 

被覆区におけるピリベンカルブの残留値は摘採 21日前

散布では 13.00mgkg となり，EU の MRL 以上であったが，

日本および台湾の MRL 未満であった。14 日前散布および 

7 日前散布では，それぞれ 21.00mg/kg および 33.00mg/kg

となり，台湾および EU の MRL 以上であったが，日本の MRL

未満であった。露地区におけるピリベンカルブの残留値

は 21 日前散布，14 日前散布および 7 日前散布では，そ

れぞれ 1.90mg/kg， 5.70mg/kg および 7.40mg/kg とな

り，EU の MRL 以上であったが，日本および台湾の MRL 未

満であった。 

（７）フルアジナム水和剤の残留値 

被覆区におけるフルアジナムの残留値は摘採 21日前散

布，14 日前散布および 7 日前散布では，それぞれ 

0.20mg/kg， 1.10mg/kg および 4.40mg/kg となり，EU の

MRL 以上であったが，日本および台湾の MRL 未満であっ

た。露地区におけるフルアジナムの残留値は 14 日前散布

および 7 日前散布では，それぞれ 0.10mg/kg および 

1.30mg/kg となり，EU の MRL 以上であったが，日本およ

び台湾の MRL 未満であった。21 日前散布では検出限界未

満であった。 

（８）メトキシフェノジド水和剤の残留値 

第１図 試験期間中の気象概況 1) 

1) 気象データはアメダス黒木観測地を使用し，降水量と平均気温の平年は 1981～2010 年の 30 年平均，日照時間の平年

は 1986～2010 年の 25 年平均，試験ほ場との直線距離は 125m 



被覆区におけるメトキシフェノジドの残留値は摘採 21

日前散布，14 日前散布および 7 日前散布では，それぞれ 

4.20mg/kg， 4.30mg/kg および 8.10mg/kg となり，EU の

MRL を超えて残留したが，日本および台湾の MRL を下回っ

た。露地区におけるメトキシフェノジドの残留値は 21 日

前散布，14 日前散布および 7 日前散布では，それぞれ 

0.89mg/kg， 2.00mg/kg および 2.10mg/kg となり，EU の

MRL を超えて残留したが，日本および台湾の MRL を下回っ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２図 チャにおける被覆の有無が農薬成分残留値に及ぼす影響 1) 

1) 図中の破線は日本，長鎖線は台湾，実線は日本と台湾の MRL を示す 

2) スピノサド水和剤の露地については，全ての残留値が検出限界 0.05mg/kg 未満 

3) フルアジナム水和剤の露地については，摘採 21 日散布の残留値が検出限界 0.1mg/kg 未満 



３ 被覆および露地栽培における摘芽の重量 

 摘採 21 日前から摘採日までの摘芽重の推移を第 3 図

に示した。14 日前から試験区間の差が認められ， 7 日前

にはその差が最も大きくなり， 被覆区が露地区よりも

11.8ｇ軽かった。また，調査日ごとの被覆区に対する露地

区の比は 21 日前が 1.63，14 日前が 1.75，当日が 1.23

であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考 察 

福岡県の代表的な茶種である玉露は，遮光率 60％で 6

日前後，遮光率 95％で 14 日前後，合わせて 20 日程度被

覆条件下で栽培される。この時期はハダニ類やチャノホ

ソガ，黒葉腐病等が発生するため，その防除のための農薬

を散布する必要がある。今回，使用頻度の高い農薬成分の

残留値について調査したところ，被覆は露地と比べて高

濃度で残留することが示された。平原ら（1998）は，蒸留

水中あるいはシリカゲルプレート上において，波長領域 

300- 400nm の光照射により農薬成分が減少することを確

認している。また，木村・神田（2013）は，被覆資材の種

類と波長との関係について報告しており，本試験と類似

の黒色化学繊維資材（ポリエチレン製）では波長の違いに

かかわらず遮光率は一定であったとしている。黒色化学

繊維資材を用いた玉露栽培においては，波長領域 300- 

400nm の光は，設定した遮光率と同様に，摘採 20 日前か

ら 15 日前までは 60％程度，14 日前から 7 日前までは

90％程度， 7 日前から摘採までは 96％程度遮られたため

に，農薬成分の分解が遅延したのではないかと考えられ

る。また，現地では黒色化学繊維資材以外に，よしず，藁

やこもを用いる被覆方法がある。これらの被覆資材は，黒

色化学繊維資材よりも農薬成分の分解を助長する紫外線

領域の透過率が低い（木村・神田 2013）ため，残留値は

さらに高くなることが懸念される。 

農薬成分の消失には，光分解のほかに降雨による農薬

成分の流亡が影響すると考えられる。丸ら（1980）は 8種

の農薬についてイネに散布した後，降雨に当たる時間が

長くなるほど残留量が少なくなることを報告している。

本試験では，試験区内の降水量の調査は行っていないが，

被覆区は黒色化学繊維資材によって茶園を覆っているた

め，露地区と比べて降雨の影響が少ないと考えられる。特

に，摘採 7 日前散布の残留値は 5 月 3 半旬の降水量が

64.5mm と多かったことと被覆区が黒色化学繊維資材を重

ね掛けしていたことにより，新芽に付着している農薬成

分が降雨により流亡する量に差が生じ，被覆区と露地区

の差が大きくなったと示唆される。 

被覆条件が新芽形質に及ぼす影響については，被覆に

より摘芽重や新芽数が減少することや 10日以上の被覆は

新芽の出開きが早く進むことが報告されている（忠谷・竹

若 2006）。また，木村・神田 （2013）は， 380nm 以下の

紫外線を遮ることで葉の葉厚が薄くなることを報告して

いる。堺田ら（2010）は，玉露茶園内の 9 時から 15 時の

気温が露地の気温よりも平均で 4.1℃低く推移すること

を報告している。したがって，玉露栽培における被覆処理

では，被覆条件下における光量の減少と気温が低く推移

することにより被覆処理後の新芽の生育量が減少し，結

果として摘芽重が軽くなるものと推察される。今回の試

験においても被覆により摘芽重が減少し，これまでの報

告と同様に，被覆によりチャの生育量が抑制されること

が確認された。作物の生育が残留値に及ぼす影響につい

ては，坂部ら（2015）が様々な作物における農薬残留濃度

推定モデルに関する文献を調査し，散布した農薬成分の

作物への初期付着量および作物の成長速度が残留濃度に

影響を及ぼすことを報告している。また，池田・橋本（2008）

は，コマツナにおいて，農薬散布後の生育量が農薬成分の

減衰速度に影響を及ぼすことを報告している。本試験に

おいて農薬散布後のチャの生育量は，被覆により減少し

ており，露地栽培と比べて農薬残留値が高くなった可能

性がある。 

以上のことから，現在，玉露栽培において使用頻度の高

い農薬を用いて，摘採 21 日前から 7 日前の範囲における

農薬成分の残留値を調査したところ，被覆栽培では露地

栽培に比べて高い残留値を示すことが明らかとなった。

被覆区と露地区の調査日ごとの残留値の比は，摘芽重の

比よりも大きいものが多い。このことから，チャにおける

農薬成分の消失に対する紫外線量や降水量の影響は生育

量の影響よりも大きいと推察された。ただし，Fantke・

Juraske（2013）は，農薬成分の消失には植物表面に対す

る農薬の親和性や降雨に対する農薬の溶解度の違いが影

響することを報告している。Fujita et al.（2014）は，

レタスにおいて，農薬成分の水溶性と蒸気圧の違いが減

衰パターンに影響を及ぼすことを報告している。そのた

め，チャにおいても，紫外線量，降水量および生育量の影

響がすべての農薬に対し同様に作用しているわけではな

いと考えられる。 

農薬登録に定められた摘採前日数を確保できるように

散布することで，被覆条件下においても，今回供試したす

べての農薬が日本の MRL に，イミノクタジンアルベシル

酸塩水和剤，トルフェンピラド水和剤，ピリダベン水和剤，

第３図 チャにおける被覆の有無が摘芽重に及ぼす

影響 



フルアジナム水和剤およびメトキシフェノジド水和剤が

台湾の MRL に適合することを確認した。一方，今回の試

験では EU の MRL に適合する農薬は確認できなかったが，

農薬成分の減衰パターンから農薬登録に定められた摘採

前日数ではなく，摘採 21 日前よりも長い日数を設定する

ことで，EU の MRL に適合する可能性もあり，今後，検討

する余地はある。 
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